
授業計画

１.自己紹介と報道取材４０年の歩み
２.「新聞と取材倫理」と「放送とBPO（放送倫理機構）」　
３.報道と名誉棄損訴訟
４.進み始めたNIE（教育に新聞を）運動と学校教育
５.災害報道とメディア（東日本大震災や雲仙普賢岳噴火災害・新燃岳噴火を事例）
６.刑事事件と裁判報道（逆転無罪の受託収賄事件などを事例）
７.放送とことば（放送現場の疑問ことばのQ&A）
８.報道と表現（体験した間違いやすい表現事例など）
９.裁判員裁判と変わる裁判報道
１０.少年事件と匿名報道
１１.変わるメディア業界（新聞とインターネットなど）
１２.映像で記録した日本の「テレビ６０年の歩み」
１３.なぜ日本は戦争に向かったのか、検証番組で見る「戦争とメデア」
１４．記録映像で制作した「２０世紀九州の道路建設の歩み」（甲斐が制作担当）
１５．最新ニュースとメディア 

期末テストとレポート評価方法

プリント配布とビデオ等テキスト

授業の到達目標 １.情報を多角的冷静に判断し風評に流されない基本的な考え方を習得する。
２.メディアの多様化が進む中で、個々の事情に即してメディアを選択する意識を養う。

授業概要

国内外で社会情勢の変化が急速に進み、人々の考えや行動様式も多様化する中で、新聞、雑誌、テレビ、ラ
ジオ、インターネットなどのメディア媒体から伝わる情報は、市民生活に大きな影響をあたえている。
しかし、その情報は複雑多岐にわたり、不確かな情報もある。こうした中で、NHK報道現場４０年の経験をもとに
取材した具体的事例も織り込みながら、様々な情報を多角的複眼的に捉えて風評に惑わされず、真実を見る
目を育てる。またメディアの功罪にも言及して、情報化社会に生きる力を身につける。
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